
別記様式第１号（第５条，第６条関係） 

 

自己評価及び学校関係者評価書（令和４年度） 

 

                    作成年月日 令和５年２月１４日 

                      学 校 名  附属函館中学校  

 

１．本年度の経営の重点目標 

(1)小中で附属学校の使命を果たす：研究と実践で地域に貢献する学校 

(2)小中で21世紀に活躍する人間を育成する：研究と実践で魅力あふれる学校 

(3)小中で次世代が求める新しい学校観を追究する：研究と実践による新たな学校 

 

２．本年度の指導の重点目標 

(1)１人１台端末環境における指導と評価の一体化の実現～CBTを活用した学習評価の在り方～ 

(2)ひとりひとりの学習を成り立たせる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実の

ためのICT活用 

 

３．自己評価結果  【達成状況】Ａ：十分である，Ｂ：概ね十分である，Ｃ：不十分である 
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学  

校  

経  

営  

 

園  

経  

 営  

 

    

附属学校の使命に関す

る取組  

 

Ａ  

・教育実践研修センターと

しての取組の更なる充実  

 

Ａ  

 

Ａ  

 

 

入学選考（定員充足）

の取組  

 

 

Ａ 

 

・附属学校としての特色を

打ち出した更なるＰＲ活動

の取組の工夫  

 

Ａ  

 

 

Ａ  

 

業務の精選・効率化  

 

 

 

Ｂ 

 

・ ICTを活用した業務の推

進  

・校務支援システムの利活

用の充実  

・部活動における課題整理  

 

Ａ  

 

 

Ａ  

 

 

学校関係者評価者意見 

 

 効率的な学校経営の工夫・改善が進められている。 

 

 

 

 

教  

育  

課  

程  

小中一貫教育課程に関

する取組  

 

 

Ｂ  

 

・小中における課題の共有化 

・授業力向上セミナーに向けた

連携の強化 

 

Ａ  

 

 

Ａ  

 

新学習指導要領に関す  

る取組  

 

Ａ  

 

・評価方法・通知の更なる

充実  

 

Ａ  

 

 

Ａ  

 

社会的資質や行動力を  

伸ばす教育活動  

 

 

Ａ 

 

・総合的な学習の時間を  

核とした「探究」学習の  

充実  

 

Ａ  

 

 

Ａ  

 

 

学校関係者評価者意見 

 

 生徒の確かな学力について、数値や実践記録で裏付けがな

されていて素晴らしい。公立学校とのつながりを更に広げて

ほしい。  

 



 

 

  

 

学保  

習育

指活

導動  

 

 

 

各教科、領域などの適  

切な評価と改善  

 

 

 

Ａ  

・個別の学びのデータ蓄  

積への評価アプローチの  

改善（ CBTの取組含む）  

 

Ａ  

 

Ａ  

21世紀型学力の育成  

 

 

 

Ａ  

・新たな時代にふさわしい

授業デザインの蓄積  

・「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実 

 

Ａ  

 

Ａ  

多様な学習形態・方法   

Ａ  

・ GIGAスクール構想の実  

現による多様な学習スタ  

イルの構築（遠隔授業含  

む）  

 

Ａ  

 

Ａ  

 

学校関係者評価者意見 

 

CBTの有効性、可能性について、ぜひ情報発信していただ

きたい。教材整備状況のまとめが素晴らしい。  

 

  

児   

童園  

・児  

生指  

徒導  

指   

導  

 

いじめ、体罰防止の取組 

 

 

 

Ｂ  

 

・課題に生徒が主体的に  

取り組み、解決を図るた  

めの工夫  

 

Ａ  

 

 

Ａ  

 

規範意識、基本的生活習  

慣の確立  

 

Ｂ  

・デジタルシチズンシッ  

プ育成による教育活動の  

工夫  

 

Ａ  

 

Ａ  

生徒指導情報の共有と  

連携  

 

Ａ  

・家庭との連携強化と保  

護者の生徒指導における  

理解深化  

 

Ａ  

 

Ａ  

 

学校関係者評価者意見 

 

 教師が指導していることを、生徒がどう感じているかを数

値化しているところが素晴らしい。  

 

 

健  

康  

安  

全  

 

学校安全に対する意識  

の醸成・啓発  

 

 

 

Ａ  

・日常的な危機管理意識  

の醸成  

・職員への日常的な啓蒙  

 

Ａ  

 

Ａ  

避難訓練等の適切な実  

施  

 

 

 

Ａ  

・具体的な災害時等を想  

定した訓練の工夫  

・附属函館４校園合同避難

訓練の更なる工夫  

 

Ａ  

 

Ａ  

健康安全教育の推進  

 

 

 

Ａ  

・研究成果の全校生徒等  

への活用（近視力実態調  

査）  

・救急救命講習の継続実施  

 

Ａ  

 

Ａ  

 

学校関係者評価者意見 

 

 広い校区をもつ中で、附属函館４校園が合同で取り組むこ

との有効性を感じる。近隣小中でも同時期での取組により、

地域全体の危機意識の向上が期待できないか。  

 

 

 

 

教  

教育環境の整備と充実  

 

 

 

Ｂ  

・図書館機能の充実とデジ  

タル化（蔵書数の拡大）  

・校舎改修の計画的な要  

 

Ａ  

 

Ａ 

 



育  

環  

境  

 

望  

施設設備の更新、維持管  

理と教材・教具の充実  

 

 

Ｂ  

・危険箇所の把握と計画  

的な要望  

 

Ａ  

 

Ａ  

求められている新たな  

教育環境の整備  

 

 

 

Ａ  

・「学びの情報化」に対応

した教育実践研究棟の設備

の充実  

 

Ａ  

 

Ａ  

 

学校関係者評価者意見 

 

 電子書籍の充実は大変評価できる。  

 

 

 

 

大  

学  

と  

の  

連  

携  

附属学校・教育実践研

修センター運営委員会

の開催  

 

 

 

Ｂ  

・継続的、計画的な開催   

Ａ  

 

Ａ  

函館校との連携  

 

 

 

Ｂ  

・学部、教職大学院との  

協同プロジェクトの推進  

 

Ａ  

 

Ａ  

効果的な教育実習  

 

 

 

Ａ  

・教職課程運営委員会への

継続的な参画  

 

Ａ  

 

Ａ  

 

学校関係者評価者意見 

 

 理論と実践のバランスを図ることができるメリットをこれ

からも更に生かしていってほしい。  

 

 

 

 

そ  

の  

他  

函館４校園の連携によ  

る特色化  

 

 

 

Ｂ  

・教育活動の日常的な連携   

Ａ  

 

Ａ  

情報活用能力の育成に  

関する特色化  

 

 

 

Ａ  

・地域教育機関との積極的

な連携・支援  

 

Ａ  

 

Ａ  

最先端の ICT教育に関す  

る特色化  

 

 

Ａ  

・先導的実践研究の推進  

・関係企業との更なる連携  

 

Ａ  

 

Ａ  

 

学校関係者評価者意見 

 

 附属学校がこの地域にあることのメリットを感じている。

目指す子供像を共有することの面白さを感じている。  

 

 

 


